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生物シリーズ 
 

生息範囲を拡げているチョウ 
 

ツマグロヒョウモン 
Argyreus hyperbius 

 

姫路科学館 学芸・普及担当 小林将人 

 

 初夏になり、姫路市蝶のジャコウアゲハなど様々なチョウが飛び交う時期となりました。

今回は、子孫を残すためにいろいろな工夫をしているチョウ「ツマグロヒョウモン」を紹

介します。 

 

■ツマグロヒョウモンってどんな虫？ 

 ツマグロヒョウモンはチョウ目タテ

ハチョウ科ドクチョウ亜科ヒョウモン

チョウ族に属するチョウです。ツマグ

ロヒョウモンは、オスとメスで翅
はね

の模

様が明らかに違います（写真１）。メス

は前翅
ぜ ん し

の先端部が黒色で斜めに白帯を

持つのが特徴です。メスが黒いのでツマグロヒョウモンの「ツマ

グロ」は「妻黒」と思われるかもしれませんが、「妻」ではなく

「褄」の字を使います。「褄」は着物などの端の意味です。オス

もメスも後翅
こ う し

の端が黒いという意味で「褄黒」、これに豹の模様

を足して、「褄黒豹紋」と書きます。また、メスは有毒のチョウ

「カバマダラ」（写真２）に擬態しているとされ、優雅に飛ぶ様

子も擬態しています。 

 

■ツマグロヒョウモンの幼虫 

幼虫は、スミレの仲間を食草としています。野生のスミレだけでなく園芸種のパンジー

やビオラなども食べるので、花壇などで見かけることも多くあります。   
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写真１ ツマグロヒョウモンのオスとメス 

写真２ カバマダラ 



幼虫は黒地に赤いスジの模様があり、刺されるといかにも痛そうな棘
とげ

が多数あります（写

真３）。これは、天敵である鳥たちに「自分を食べると毒が

あるぞ！」「食べると棘が刺さるぞ！」とアピールしている

のです。しかし、ツマグロヒョウモンの幼虫は毒を持ってお

らず、痛そうに見える棘もやわらかく刺さることはありま

せん。 

 

■ツマグロヒョウモンの蛹
さなぎ

 

 蛹の胸のあたりには金色や銀色の突起があります（写真４の○で囲った部分）。この突起

は、薄い膜が何枚も重なっていて、これに光が当たると金色や銀色に輝いて見えるように

なります。金色や銀色の突起が天敵の鳥には不気味に映り天敵から身

を守る工夫と考えられています。また、蛹全体が茶色で枯葉に似てい

ることから擬態していると考えられています。 

 チョウが羽化する時、翅に体液を圧送して翅を広げます。余分な体

液は老廃物として、体の外へ捨てられます。これを「羽化液」や「蛹便
ようべん

」

と言います。チョウの種類によっては、羽化液を蛹の中に出すのもい

ますが、ツマグロヒョウモンの場合は、蛹から出て外に排出します。

この羽化液は赤茶色でまるで血のように蛹の下に出すので、最初に見

た時は、怪我でもしたのかとびっくりしました。 

  

■産卵 

 ミドリヒョウモンなどの多くのヒョウモンチョウ族は、ほとんどが年１回しか繁殖しま

せんが、ツマグロヒョウモンは４月から１１月ごろまでの間に４～５回も繁殖します。 

普通、成虫は幼虫の食草に卵を産みます。しかし、夏から秋にかけて飛び回っているツ

マグロヒョウモンは、林の中を飛び回り、食草であるスミレの近くの木の幹に卵を産み付

けます。スミレは冬に枯れてしまうためです。春になり、卵から孵化
ふ か

した幼虫は、木の幹

を降り、若々しく生えているスミレのもとへ移動していくというわけです。幼虫は、小さ

な体に十分な栄養を蓄えていて、１日くらいの何も食べなくても大丈夫だそうです。 

  

 ほんの少し前までは、あまり目にすることがなかったツマグロヒョウモンは、地球環境

の変化や人間が植える花のためにどんどん生息範囲を拡げています。生き残るために産卵、

幼虫、蛹、成虫とそれぞれの成長過程で様々な生存・繁殖の工夫をしているツマグロヒョ

ウモンを、一度探してみてはいかがでしょうか？ 

 

 

  

 

姫路科学館特別展「夏のむし・ムシ大集合３」 ６月１３日（土）～７月１２日（日） 

ツマグロヒョウモンをはじめいろいろな昆虫の生体展示、養蜂や昆虫食、昨年度の姫路市児童生

徒科学作品展でムシに関する自由研究の作品を紹介します。 

１階特別展示室での開催です。是非、ツマグロヒョウモンを観察しにご来館ください。 

特別展観覧料は、一般 200円、小中高生 100円です。 

写真３ 幼虫 

写真４ 蛹 


